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「月によう黄道光」の観測
黄道光諜幹：事荒木三見
　　　　　　　　　　　（1）はしがき
　米軍艦Mississippi號乗組牧師George　Jones氏は熱心な黄道光観測家で
あっナこが，1853－1855年東洋方面への航海中，「，月による黄道光」なる一現象
を磯見し，その13回の槻測記録はU・S・Japan：Expeditio貰1に記載されてる
る．（天界第110號小山秋雄氏の文，及び天文月報第22巻第1號石井理學士
の文御参照）
　日出前には東天，日没後には酉天に現れる普通の黄道光の現象が，月出
前，月没後にも同じやうに見えると考へられるわけで，Jones氏はすべて月
出前の東天にのみ見てみる．それでは月跨後の西天には一？といふに，確
に見える．Jones氏も月没後に注意してみるが，あれ程熱心な氏が西天に於
ける槻測をのこしてみないのが實に不思議である，
　「月による黄道光」の観測はJones氏以後は全くなされてるないし，叉未
だ千守にも白白に認められてみないのであるから，槻隠事實により堂々と
一學詮を確立しナこいものである．
Jones氏は普通の黄道光即ち太陽による黄道光をsull’s　zodiacal　Light，月
による黄道光をMoon’s　Zodiacal　Ligh亡，又はLunar　Zodiacal　Lightと書
いてみる．
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G．Jones氏の観測記録の二三の紹介
　上記13回の軸側記録のうち，「月による黄道光」の性質がよくわかるやう
な部分を抜いて下に言射出する．
　　　　　　No・1．　　1835　0ct・　21・　　Macao・　　一調　5h　2Sm
　　　　　　　　　　槻旧記錐時刻　81i　12m，］5m・エ7m・
　今沓，月が上る時刻も近くなったから，月による黄道光が見えてはみな
いかと注意しナこ．實は，これまで航海中，度々注意して試みナこことである
が，とうとう今宵まで＃fi測がうまく成功しなかつナこのである．　　これは
恐らく，月による責道光は，普通の黄道光に似てみるだらうからと考へ
從っていつれ頂黒占はかな・り高い室にあるといふわけで，これまであまりに
高いところを見てゐナこからだらうと思はれる．
　昨冑，7h　30ni，西天の黄道光槻測を終へてるると，勤務中のquartermaster
が，「先生，東天に月がこれから姿をあらはさうとするところです！！」といふ
ので，私はすぐ東天を振陶くと，成程普通の黄道光にどこか似てみる光が
すぐ目にとまった・しかし・よく注意して観望すると，なかなかその形が
確に似てみるともいへぬのである・時刻は三々切迫して來て，星圖を取出
して記録するゆとりもない始末で，彼是する内に，やがて見るまに，光は
「月による黄道光」の槻測慌木健見） 工75
サツと左右に援がつて來た．　　それは丁度，嶢東天の黄道光が薄明のは
じまるときサツと形がかはるやうに，　　この現象を目撃した私は，今の
は確に月による黄道光にちがひないことを知つナこが，そのll寺はもはやス
ケッチするにはあまり増すぎてゐナこ．
　昨宵がかういふわけであっナこから，今育こそはと準備をさをさ怠らすに
待つた．
　7h　56’n，淡い黄道光だらうと思はれる光が，黄道にそうて1）leiadesの下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の：方から見え出し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナこ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81i　02m，この光
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が黄道光であるこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とがやや明になつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て來たから，そこ
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で私はM大尉に
「僕の観測が正し
いかどうかをしら
べてみナこいから，
君も濁立に君の考
一ばいに観測して
くれないか」と頼
んだ．
　8h　10m，大尉がdeckに出ると，彼は湛然すぐ光を見つけナこ．丁度普通の
黄道光の見える位置にあたって見えるし，形もそれに似てゐナこ．ところが
光は別に上方にのびるといふことはなくして，急速に而もだんだん接がつ
て行つtこ．81112m，15m，17mに於けるその外形を得た．
　黄道光はこの最後に見ナこ，EPち8h　17mの時の形をしばらく保ってるナこが
8h　22mになると急に外形を失ってしまひ，非常に速に左右に閉り，2m間の
後にはもはや形を見るべきものは何等淺らなかった．朝の太陽光線の第一
閃に似てみることに實に驚いナこ．
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　M大尉の槻測もすべて私の硯測と一致してみたがただ大尉は，最後に
太陽光線の第一閃に似ナこ光が不意に黄道光の外形をくづしてしまつことを
見・逃してゐナこ．
　No．3，　　1854　　Ftb．　14・　　Bay　of　Yedo，　Jal）an・　　日没　o「h　36m
　　　　　灌見預唖言己錐日寺亥町　　　　6h　50m，　54m，　56m
　去年最後に月による黄道光を見てからといふものは，もう一度見たいも
のだとその機會を熱心に求めてゐナこが，今宵までは雲のナこめに果さなかつ
ナニ．今育は都合よく観測出來た．東方に槻弓を妨げる何等の妨害物の島も
なく，地卒線近く深い霞こそかかってゐナこが，室は冴えてゐナこ．
　夜のとばりがまだすっかりナこれこめぬ前に，月が上って來ナこが，それでも
室は黄道光がよく見える程充分の暗さであっナニ．そして次の如く槻測しtこ．
　6h40m，いつも黄道光が見えるあナこりに，早くも淡い光が見えたが，まだ
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正確に外形をスケッチし得る程明瞭でもなかつナニ．
　6b　50m，外形は決定され，星圖に書き入れナニ．
　6h　52m，黄道光は非常に明るくなつナこが，外形には攣化はない．
6h　54m，外形が擾大して，明るさは殆んど西天の普通の黄道光ほど強く
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なつナこ．
　6h　55”’，月はその圓盤をあらはしはじめf二が，その時の黄道光の振がつナこ
外形を職1に書入れた，
　6h　57m，光の外形ははや全く見えぬやうになってしまひ，今が月光咬々と
いふ有様で，その外形のくつれ方は驚くべく不意にそして瞬聞的といふも
のであっナこ．
　　　　　縢繍1禁熱灘麗ll），蹴尉、鷺、5。｝
　No，　7．　　5418．　　Mar．　］8　　0ff　Yokohama，　Bay　of　Yedo，　日浸　　6h　⑪5m
　　　　　槻菰疑言己錐日田亥lj
　帯のやうな雲が地李線近くあったが東天は冴えてゐナニ．9h　30m，今や地李
線に近づいて來る月は如何なる現象を示すであらうかと注意して槻望をは
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じめナこ．この時刻に，星圓で鮎線で示しナこ部分内に一つの室の柵（as｛ngular
pa】ing　of　the　sky）が見H斗されたが，陽光（Positive　Iight）といつナこものであ
らうか？　私は一人のquartcrmasterを呼び，あそこあナこりが明るくなって
みるのがわかるかと尋ねたが，彼はすぐその明るいところを見つけナこ・と
ころが，その外形はどこまでひろがってみるかをナこづねナこ時，、彼は私の見
るよりも北方に少し廣くひろがってみるとその位置を示しナこ．
　しばらくすると月による黄道光が明に見えはじめナニ．そして，91）　46iii，及
びその後の外形は星圖に書入れてみる・
　9h　soni，特に光の強い部分が明に見えたから，その部分の形を，同じく
5h　49m，56’nの時の二回と共に二丁に書入れてみる。（圃のx，　y，　zを見よ）
　9h　57n1，月はその姿を地Zド線一ヒにあらはしかけナニ．月光は黄道光の外形
をくづし，左右にひろがったが，その時右方（即ち南方）は左方（2Vち北
方）より一暦早くひろがつナこのを見ナこ・
　一條の雲は，二二に於ては，少しも槻測を妨げなかつナこ．
　　　　　　　　　　　（4）観測の準備
　普通の黄道光観測の揚合と同一であるから，天界第10巻第113號（1930年
9月）拙文「黄道光観測法」を御参照願ひナこい．しかし，特に氣ついた鮎を
下に記す．
　1，志下と観測用紙　　星圓は黄道星圖を用ひればいいが，黄道に封ずる
月の軌道面（白道）の李均傾斜が5。9！であるから，黄緯50。（±25。）の
星圖では，時に一方へ偏して外形をとるのに都合が悪いことがあらうが辛
捧することにする．
　槻測用紙に印刷されtこ表題や観測項目の文字は，すべで「月による黄道
光」なることを明示するから，下等に加筆或は訂正する必要がある，
　2，槻測地　　一般に，明るさが淡く，形がZドナこく，そして月出直前ま
で観測し得るといふ三下から考へると，親測地の條件がやや困難になる・
　しかし，理想的槻測地でなくてはならぬといふやうなことは決してない・
　5，槻測時刻　　東天の叩合を例に取れば，普通の黄道光が日出前3，，4
時聞頃から明に見えるのと金く趣を異にし，露出時刻から30分以内を調べ
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れば充分である．Jones氏の観測記録を見てもわかるやうに早くからは見え
ぬ．月三月の時刻を充分よくしらべておいて，観測者はゆっくり構へてや
るやうにしナこい．
　月琴波による薄明の現象は日出渡のそれと比して甚しく小規模ではある
が，注意ずれば正確にわかるから薄明と黄道：光と混同することはない．西
天月二十は少しわかりにくいが，これがJones氏をして西天の記録を得し
めなかつナニーつの理由ではなからうか？
　4，観測時季　　一ケ年を通じていつがいいといふやうなことはいへな
い．要するに月の位置があまり二二でない時が好都合である．Jones氏は下
弓頃の東天を見てみるが，月の形が小さくても案外見えるものである・こ
の月齢との關係は「月による黄道：光」の性質を探究する上に重要な一役割
を演じるであらう。
　東西爾天に見得るとなれば齪測の機會はかなり豊富にある筈である．
　5，太陽による黄道光，鋤日照等との關係　　沓早く，又は曉おそく観測
する二合には，普通の黄道光や封日照と重複することがあらうし，又黄道
光帯と共に観測されることもあらう・
　　　　　　　　　　　（5）襯測法一班
　普通の黄道光の観測法と別にかはったことはないから，上掲の拙文「黄
道光観測法」を御参半角ふこととして，ここでは特に氣ついた貼を下に書
いておく．
　（A）丁丁に記入する事項について．
　1，外形　　Jones氏のsketchでわかるやうに，普通の黄道光に比して形
は非常にZFたい．Jones氏は月より南に比較的せまく北に比較的廣く‘川南
は黄道に李行或は李行に近く影響してみる．一瓢の位置も正確に定めたい，
　2，等光線　　普通の黄道光が時に銀河の明るさの3，4倍もあるのと全
く趣を異にして内部と外部とであまり差は見出されぬから，等光線も内側
に一・本引けば充分である．中心に三って極少し明るいのみといふ揚合には，
この一本さへ引けぬわけである．
　5，明るさの中心線　　決定は困難の揚合もあるが，明に決定し得る揚
合は記入する．
　4，月の泣置　　Jolles氏がやってみるやうに必ず星圃上にあらはすこと
にする，月の位置は黄道光の離角や日嗣の偏りを計算する上に必要である
から，月出没時に於ける月の黄経，黄緯の値がわかれば誠に好都合で，い
つれ「天文年鑑」に12頁の表を要求しナこいと思ふが，さし當りかなり正確な
位置を得るには，槻測によって諸恒星を背景としナ二月の位置を黄道星岡上
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に求める方法がある．或は「天文年鑑」の午前雰時（夜≦ド）に於ける月の赤維，
赤緯の値から槻測時に於ける値を算出し，それを古賀恒帰圃の如き詳細な
星圖上で求め，それをそのまま黄道星学に移す方法もある．しかし．前者の
方が簡軍で画一暦．IE確を期し得られるから，この方法を社用し［しむを得ぬ場
合後者を探る．
　5，地乏ド線の位置　　月による黄道光が月出直前まで見えることを考へ
ると，地熱線の位置は最も．IE確に引き，そしてその時刻も併記しナこい．し
かし，これは理想的槻測地に限られることで，一般には出來る限りIK確が
望ましいわけである．
　（B）槻測用紙に記入する事項について．
　1，離角（Ebngation）及び幅（Width）　星職｝に月の位置を書加へてるる
と，黄道光の頂黒【iの黄維と月の黄維との差を求めて離角とする．その値は
普通の黄道光の如く大きいものでなくして，Jones氏の記録でも50。以下
で，300未満のものもある．
　幅は明るさの中心線が決定される揚合はそれでい・として，明るさの中
心線が決定されない揚合は，黄道光の頂部と月とを結ぶ線に直角にはかつ
て算罪し，この揚合に隈って（±）の符號を附すことにする．雨者聞に自ら
随別が出來てい・と思ふ．Jones氏の記鋒では大艦離角と伯仲の値である．
　2，白道に恥して頂瓢の偏り（lnclination　of　Apex）　黄道光の頂黙の位
置が月の黄緯の値から何程（O．50を軍位として），強いつれの方向に（即ち
比或は南）偏してみるかを箪出する．大罷黄道附近に位置するであらうが，
時によると大いに偏ることがある．刀による黄道光の外形は明瞭の揚合が
多いから正確に求めたいものである．
　5，外形　　一般に普通の黄道光の揚合よりも一暦明瞭で，記録にもD．
やrD．であらはすことが多いことは愉快である．
　4，明るさ　　外形の比較的明瞭であるのに封して，明るさは淡い揚合が
多く，大村銀河の明るさと伯仲或はそれ以下である．これ即ち，「月による黄
道：光」の藤見が大いにおくれナこ所以である．
　銀河の明るさとの比較は一ケ年を通じて病め決定しておくことは出來ぬ
から，普通の黄道光の時と同じく，A，　C，　LC，　M，0の5種をなるべく統一
して適當に用ひることにする．
　5，色　　明るさが淡いから色の決定は困難とは思ふが，見ナこままの色を
記録する．
　6，清長（Pulsation）及び攣動（▽ariati・n）　一般に明るさが淡いから7es
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長の観測はむつかしいであらうが，二心部分が少しでも明るいところをと
らへてこの観測を怠ってはならぬ．
　外形が明瞭であるから，二丁は充分正確に観測される，そしてどしどし
スケッチに加へて行くのは痛快である．Jones氏は實に詳細に槻記してみる
が，黄道光の形と月出前時聞との二二は大いに注意すべきところである．
　備考　　是非必要なことは，二品時刻に於ける月齢（Mooll　Age）を記入
しておくことである．描出渡の時刻と月の位置の高さ（赤緯）も参考にな
らう．光澤は多分見られまい．
　Jones氏は日没時刻を必ず記録してみるが，私達も記録することにする．
三って二二後の観測では日出時刻を記録するのは無論である．これは太陽
による黄道光や封日照との關係を時刻的に早く知るのに二二である．
　叉戸將來の整理に意外にその必要を痛感することがあらうことを考へて，
その他何か關係がありさうなと思はれる氣象車上の現象も遠慮なく書留め
ておく．
附認1）．
　　2）．
3）．
僅か数回の二三二二によって本稿をつS“りました．
George　Jones氏の仁徳記録1ま大饗の小山秋雄氏から原文の篤
しをいプこだきましナこ．厚く同氏に御禮申上げます．
黄道光課の観測の整理は稻漿課長の聯帯圖の下に引きつY“き
魏井氏がせられますから，記録はすべて一ク手分づSまとめ
て下記へ御里のこと　大分縣臼杵町市営　　魑井壽彦氏
　　天界第10巻第1賂號（1950年9月）の「黄道光観測法」の補遣
　董，黄道に封して頂黒氏の偏り（lnclination　of　Apgx）　黄道光の頂黙の位
置が黄道から何程（0．5。を輩位として），そしていつれの方向に（北或は南）
偏してみるかを見るので，一般に黄道より少し北に偏してみることは，私
達の観測に於ても外國の観測に於てもわかってみるが，その値は数度を出
でない．しかし，これにも例外があって，時によると齪暴に大きい値を得
ることもあるし，黄道よりも南に偏してみることもある．
　観測用紙にもこれを記入する欄を新設しナこ．
　2，室の明るさ　　曉に多いことであるが，月がないのに夜室が非常に明
るいことがあり，又その程度にも二化があることがある．これは何による
のであらうか，観測熱心な人は二ついてるるが，黄道光観測上大いに滲考
になることであるから，Seeingの欄に記入することにしナこい．
　5，正誤　　312頁上から15行目．雲，霞，霧，雨後等後日の……一字挿
入する．その他略．（1931年1月6日稿）
